
続呼吸器疾患の
診断のコツ

呼吸器科医と画像診断医が伝えたいこと
肺はきれいなのに、なぜ苦しい？

昨年開催しました「気道疾患の診断のコツ ー呼吸器科医と画像診
断医が伝えたいことー」では、多くの先生方にご参加いただき誠に
ありがとうございました。ご好評にお応えし、第�弾を開催いたしま
す。今回のテーマは「苦しそう、でも肺はそんなに汚くない」。呼吸
様式は明らかに異常なのに、胸部X線では決定打が見つからない
⸺日常診療で最も判断に迷う症例に焦点を当てます。気管支虚脱
・軟化症、喘息・慢性気管支炎、肺線維症、肺塞栓症、そして中枢
性の呼吸促迫まで、呼吸器科医と画像診断医が「画像で言えること
・言えないこと」「診断に迫るためのポイント」を率直に語り合いま
す。

富士フイルムVETシステムズ株式会社

「肺野が汚れない呼吸困難」を
気道・肺実質（間質）・肺血管・
呼吸器以外の�つの切り口で
交通整理

呼吸器科医の診察・聴診・
病歴と、画像診断医の読影
所見を突き合わせるディス
カッション形式でお届け

気管支虚脱と軟化症、喘息と
慢性気管支炎など、似て非な
る疾患の見極めポイントを明
確にします

参加費 ー 無 料 配信方法 ー ライブ
申込URLー https://fv.life-tail.com/��������/

申込締切 ー 開催当日��:��
質疑応答 ー あり（投稿形式）

協力 ／ 株式会社Life&Tail

■講演中の録音・録画はご遠慮ください
■お申込み期間の延長はありませんので
   必ず期間内にお申込みください

推 奨 視 聴 環 境 は 視 聴 ページ 内よりご 確 認くだ さい

主催 ／ 富士フイルムVETシステムズ株式会社

ハンドアウト 当日ダウンロード（PDF形式）

アーカイブ配信 あり（配信日は後日連絡）

ライブ配信 無料

谷口 哲也 先生
呼吸器科医

石川 雄大 先生
画像診断医

Vet Imaging Support 代表
埼玉動物医療センター　画像診断科

日本獣医生命科学大学呼吸器科・藤原先生のもと
で呼吸器診療の楽しさを教えていただく。����年よ
り犬猫の呼吸器臨床研究会（VeRMS）の設立メンバ
ーとして参加。����年より日本獣医呼吸器学会（
JVRS）の設立理事として学会運営に携わる。同年よ
り動物呼吸器専門診療を行うフリーランスとして活
動し、京都動物医療センター、近畿動物医療センタ
ー、埼玉動物医療センター、泉南動物病院、兵庫ペ
ット医療センターで呼吸器専門診療を行っている。

帯広畜産大学畜産学部獣医学課程を卒業後、一次
診療の経験を経て、神奈川県の二次診療施設にて
画像検査分野を担当。
����年よりVet Imaging Supportを立ち上げ、現在
は埼玉動物医療センター画像診断科に勤める傍ら、
フリーランス画像診断医として、訪問診療や執筆、
セミナー、遠隔読影、学術アドバイザーなどを通じ
多くの病院のサポートをしている。
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こんな先生におすすめ
呼吸困難の症例で、胸部X線が「大きな異常なし」に見えたときに次の一手に迷う先生
気管支虚脱・喘息・肺線維症など、画像所見が地味で鑑別しづらい疾患を整理したい先生
前回の「気道疾患の診断のコツ」を受講され、さらに末梢気道・肺実質まで学びたい先生

開催前に必ずお読みください


